
(57)【要約】

【課題】バッテリの早期劣化を防止する。

【解決手段】

　CPU１２２は、マニュアル給電停止コマンドを受信し

た場合、負荷機器１０４およびパーソナルコンピュータ

１０５をシャットダウンさせ、UPS１０３からの給電を

停止させる。また、CPU１２２は、UPS１０３への入力電

力の供給が停止されるまで、UPS１０３からの給電を禁

止する。すなわち、CPU１２２は、入力電力の供給が一

度停止されてから再開されるまで、負荷機器１０４およ

びパーソナルコンピュータ１０５への給電を行わないよ

うにUPS１０３を制御する。本発明は、UPSに適用できる

。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行 う 無 停 電 電 源 装 置 に お い て 、
　 外 部 か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 を 監 視 す る 監 視 手 段 と 、
　 外 部 か ら 所 定 の コ マ ン ド が 入 力 さ れ た 場 合 、 前 記 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 停 止 す る と と も に
、 前 記 入 力 電 力 の 供 給 が 一 度 停 止 さ れ て か ら 再 開 さ れ る ま で 、 前 記 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行
わ な い よ う に 制 御 す る 給 電 制 御 手 段 と
　 を 含 む 無 停 電 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行 う 無 停 電 電 源 装 置 の 給 電 方 法 に お い て 、
　 外 部 か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 を 監 視 す る 監 視 ス テ ッ プ と 、
　 外 部 か ら 所 定 の コ マ ン ド が 入 力 さ れ た 場 合 、 前 記 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 停 止 す る と と も に
、 前 記 入 力 電 力 の 供 給 が 一 度 停 止 さ れ て か ら 再 開 さ れ る ま で 、 前 記 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行
わ な い よ う に 制 御 す る 給 電 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む 給 電 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行 う 無 停 電 電 源 装 置 の コ ン ピ ュ ー タ に 、
　 外 部 か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 を 監 視 す る 監 視 ス テ ッ プ と 、
　 外 部 か ら 所 定 の コ マ ン ド が 入 力 さ れ た 場 合 、 前 記 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 停 止 す る と と も に
、 前 記 入 力 電 力 の 供 給 が 一 度 停 止 さ れ て か ら 再 開 さ れ る ま で 、 前 記 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行
わ な い よ う に 制 御 す る 給 電 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 無 停 電 電 源 装 置 を 備 え る 情 報 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 情 報 処 理 装 置 、 無 停 電 電 源 装 置 、 給 電 方 法 、 記 録 媒 体 、 お よ び 、 プ ロ グ ラ ム
に 関 し 、 特 に 、 バ ッ テ リ の 早 期 劣 化 を 防 止 す る よ う に し た 情 報 処 理 装 置 、 無 停 電 電 源 装 置
、 給 電 方 法 、 記 録 媒 体 、 お よ び 、 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 コ ン ピ ュ ー タ な ど の 情 報 処 理 装 置 の 普 及 が 進 み 、 そ の 重 要 性 は 年 々 増 し て い る 。
し か し な が ら 、 情 報 処 理 装 置 が 消 費 す る 電 力 は 、 商 用 交 流 電 源 か ら 直 接 供 給 さ れ る こ と が
多 く 、 こ の た め 、 商 用 交 流 電 源 に 異 常 が 発 生 す る と （ 例 え ば 、 瞬 間 的 な 電 圧 の 低 下 （ 瞬 断
） や 突 然 の 停 電 等 が 発 生 す る と ） 、 そ の 時 点 で 情 報 処 理 装 置 が 処 理 し て い た 情 報 が 破 損 し
た り 損 失 し て し ま う 他 、 情 報 処 理 装 置 自 身 （ 例 え ば 、 内 蔵 す る ハ ー ド デ ィ ス ク 等 ） が 故 障
し て し ま う 、 と い っ た 不 具 合 が 発 生 す る こ と が 多 々 あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 近 年 、 こ の よ う な 不 具 合 の 発 生 を 回 避 す る た め に 、 無 停 電 電 源 装 置 （ UPS： Uni
nterruptible Power Supply） の 普 及 が 進 ん で い る 。 UPSは 、 商 用 交 流 電 源 が 正 常 で あ る 場
合 、 商 用 交 流 電 源 か ら の 電 力 を 情 報 処 理 装 置 な ど の 負 荷 機 器 に 供 給 し 、 商 用 交 流 電 源 が 異
常 で あ る 場 合 、 そ の 出 力 を 切 替 え て 、 内 蔵 す る バ ッ テ リ か ら の 電 力 を 負 荷 機 器 に 供 給 す る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 UPSが 接 続 さ れ た 負 荷 機 器 は 、 商 用 交 流 電 源 に 異 常 が 発 生 し
て も 、 UPS内 の バ ッ テ リ か ら 供 給 さ れ る 電 力 を 使 用 す る こ と が で き る の で 、 処 理 を そ の ま
ま 続 行 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 以 下 、 UPSが 商 用 交 流 電 源 な ど 外 部 か ら 供 給 さ れ る 電 力 を 負 荷 機 器 に 供 給 す る こ
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と を 商 用 給 電 と も 称 し 、 UPSが 内 蔵 す る バ ッ テ リ か ら の 電 力 を 負 荷 機 器 に 供 給 す る こ と を
バ ッ ク ア ッ プ 給 電 と も 称 す る 。 ま た 、 以 下 、 UPSが 商 用 給 電 し て い る こ と を 通 常 運 転 と も
称 し 、 UPSが バ ッ ク ア ッ プ 給 電 し て い る こ と を バ ッ ク ア ッ プ 運 転 と も 称 す る 。 さ ら に 、 以
下 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 （ バ ッ ク ア ッ プ 給 電 ） を 行 う 時 間 を バ ッ ク ア ッ プ 時 間 と も 称 す る 。
ま た 、 以 下 、 商 用 交 流 電 源 な ど 外 部 か ら UPSに 供 給 さ れ る （ 入 力 さ れ る ） 電 力 を 入 力 電 力
と 称 し 、 入 力 電 力 の 電 圧 お よ び 電 流 を 、 そ れ ぞ れ 入 力 電 圧 お よ び 入 力 電 流 と 称 す る 。 ま た
、 以 下 、 UPSか ら 負 荷 機 器 に 供 給 す る （ 出 力 す る ） 電 力 を 出 力 電 力 と 称 し 、 出 力 電 力 の 電
圧 お よ び 電 流 を 、 そ れ ぞ れ 出 力 電 圧 お よ び 出 力 電 流 と 称 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 UPSの 普 及 に 伴 い 、 UPSの 機 能 の 多 様 化 が 進 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 UPSへ の 入 力 電 力 の 異 常 が 発 生 し た 場 合 に 、 UPSと UPSに 接 続 さ れ て い る 負 荷 機
器 と が 連 動 し て 、 負 荷 機 器 が 自 動 的 に シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 を 行 う よ う に す る こ と が で き る
機 能 （ 以 下 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 機 能 と 称 す る ） が 普 及 し て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 UPSに 内 蔵 さ れ て い る バ ッ テ リ は あ く ま で も 予 備 電 源 で あ り 、 そ の 電 力 供
給 能 力 に は 限 り が あ る 。 す な わ ち 、 バ ッ テ リ が 、 所 定 の レ ベ ル 以 上 の 電 圧 を 出 力 す る こ と
が 可 能 な 時 間 （ 以 下 、 こ の よ う な 時 間 を 、 バ ッ ク ア ッ プ 可 能 時 間 と 称 す る ） に は 限 り が あ
る 。 こ の た め 、 負 荷 機 器 は 、 こ の バ ッ ク ア ッ プ 可 能 時 間 以 内 に 、 こ れ ま で 実 行 し て い た 処
理 を 停 止 さ せ 、 予 め 定 め ら れ た 手 順 に 従 っ て 、 自 分 自 身 の 状 態 を 稼 動 状 態 か ら 電 源 が 遮 断
さ れ て も 可 能 な 状 態 に 遷 移 さ せ る 処 理 を 実 行 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 一 連 の 処 理 が シ
ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 で あ る 。 な お 、 以 下 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 を 実 行 す る こ と を 、 シ ャ ッ ト
ダ ウ ン す る 、 ま た は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン を 行 う と も 称 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 UPSに 接 続 さ れ て い る 負 荷 機 器 の う ち コ ン ピ ュ ー タ な ど の 情 報 処 理 装 置 に 所 定
の プ ロ グ ラ ム （ 以 下 、 UPS管 理 プ ロ グ ラ ム と 称 す る ） が イ ン ス ト ー ル さ れ 、 UPS管 理 プ ロ グ
ラ ム が イ ン ス ト ー ル さ れ て い る 負 荷 機 器 と 通 信 す る 機 能 が UPSに 設 け ら れ る 。 UPSは 、 入 力
電 力 の 異 常 を 検 出 し た 場 合 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を 開 始 す る と と も に 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を
開 始 し た こ と を 負 荷 機 器 に 通 知 す る 。 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 の 開 始 の 通 知 を 受 け た 負 荷 機 器 は
、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 と し て 、 例 え ば 、 負 荷 機 器 が 実 行 し て い る OS（ Operating System）
上 で 動 作 し て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 終 了 さ せ 、 OSを 終 了 さ せ る 。 ま た 、 負 荷
機 器 は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 を 開 始 す る と き 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 に 要 す る 時 間 （ 以 下 、
シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 と も 称 す る ） の 経 過 後 に 給 電 を 停 止 す る よ う に 指 示 す る コ マ ン ド を UP
Sに 送 信 し 、 UPSは 、 そ の コ マ ン ド に 従 っ て 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 UPSに 接 続 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ や 一 般 事 務 機 器 の ス ケ ジ ュ ー ル 運 転 を UPSに よ
り 行 う こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 停 電 が 発 生 し た 場 合 、 UPSに 接 続 さ れ て い る 電 子 計 算 機 な ど の 負 荷 機 器 の OSが
起 動 さ れ て か ら UPSの バ ッ テ リ の 充 電 に 必 要 な 所 定 の 時 間 が 経 過 し て い る と き 、 バ ッ テ リ
に よ り バ ッ ク ア ッ プ で き る ぎ り ぎ り の 時 間 ま で バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を し た 後 、 負 荷 機 器 の シ
ャ ッ ト ダ ウ ン を 行 う と と も に 、 バ ッ テ リ の 充 電 に 必 要 な 時 間 が 経 過 し て い な く て も 、 バ ッ
テ リ が 満 充 電 状 態 と 判 定 さ れ た と き 、 所 定 の 遅 延 時 間 が 経 過 し た 後 、 負 荷 機 器 の シ ャ ッ ト
ダ ウ ン を 行 う こ と に よ り 、 短 時 間 の 停 電 に よ っ て 負 荷 機 器 が シ ャ ッ ト ダ ウ ン さ れ る こ と を
防 ぐ こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 近 年 、 UPSを 内 蔵 し た 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ や 各 種 の 制 御 装 置 な
ど ） や 、 情 報 処 理 装 置 に 内 蔵 す る こ と が で き る 小 型 の UPSが 普 及 し て き て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 UPS１ １ お よ び コ ン ピ ュ ー タ １ ２ を 内 蔵 し た 情 報 処 理 装 置 ３ の 構 成 の 例 を 示 す
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ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 UPS１ １ は 、 ブ レ ー カ ２ を 介 し て 、 交 流 電 源 １ か ら の 給 電 を 受 け 、 コ
ン ピ ュ ー タ １ ２ へ の 給 電 を 行 う 。 ま た 、 UPS１ １ は 、 通 信 用 の イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ を 備 え
、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ に も 接 続 さ れ て い る 。 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ は 、
UPS１ １ か ら の 給 電 の 開 始 と と も に 、 自 動 的 に 起 動 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 コ
ン ピ ュ ー タ １ ２ は 、 予 め イ ン ス ト ー ル さ れ て い る UPS管 理 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ
り 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 情 報 処 理 装 置 ３ の 起 動 お よ び 停 止 処 理 を 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 UPS１ １ は 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ た か 否 か を 判 定 す る
。 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ た と 判 定 さ れ る ま で 、 す な わ ち 、 入 力 電 力 の 各 種 の パ ラ メ
ー タ （ 例 え ば 、 電 圧 値 、 電 流 値 な ど ） が UPS１ １ の 許 容 範 囲 内 に な る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ １
の 判 定 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ た と 判 定 さ れ た 場 合 、 処 理
は ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 UPS１ １ は 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ へ の 給 電 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 UPS１ １ か ら の 給 電 の 開 始 に 伴 い 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ が 起 動 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 UPS１ １ は 、 入 力 電 力 が 正 常 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 入 力 電
力 が 正 常 で あ る と 判 定 さ れ て い る 場 合 、 交 流 電 源 １ か ら の 電 力 が 、 ブ レ ー カ ２ お よ び UPS
１ １ を 介 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ に 継 続 し て 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 入 力 電 力 が 異 常 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 例 え ば 、 交 流 電 源 １
が 停 電 し た り 、 ブ レ ー カ ２ が オ フ さ れ た り 、 入 力 電 圧 が 所 定 の 許 容 範 囲 外 の 値 と な っ た 場
合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 UPS１ １ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を 開 始 す る 。 ま た 、 UPS１ １ は 、
バ ッ ク ア ッ プ 運 転 の 開 始 を 通 知 す る 情 報 を コ ン ピ ュ ー タ １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 UPS１ １ は 、 復 電 し た か 否 か を 判 定 す る 。 UPS１ １ は 、 ス テ ッ プ
Ｓ ４ に お い て 、 入 力 電 力 の 異 常 が 検 出 さ れ て か ら 所 定 の 時 間 内 に 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に
戻 ら な か っ た 場 合 、 復 電 し な か っ た と 判 定 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン を 行 う 。 ま た 、 コ ン ピ ュ
ー タ １ ２ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 の 経 過 後 に 給 電 を 停 止 す る よ う に 指 示 す る コ マ ン ド を 、
イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ を 介 し て UPS１ １ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 UPS１ １ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 の 経 過 後 に 、 給 電 を 停 止 す る
。 そ の 後 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 り 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ 以 降 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 入 力 電 力 の 異 常 が 検 出 さ れ て か ら 所 定 の 時 間 内 に 入 力 電 力 が 正
常 な 状 態 に 戻 っ た 場 合 、 復 電 し た と 判 定 さ れ 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ９ に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 、 UPS１ １ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を 停 止 し 、 通 常 運 転 を 再 開 す る
。 ま た 、 UPS１ １ は 、 通 常 運 転 の 再 開 を 通 知 す る 情 報 を コ ン ピ ュ ー タ １ ２ に 供 給 す る 。 そ
の 後 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ に 戻 り 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ ４ 以 降 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 と こ ろ で 、 情 報 処 理 装 置 ３ で は 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ の 電 源 を オ フ す る 場 合 、 UPS１ １ か
ら の 給 電 を 停 止 す る 必 要 が あ る 。 入 力 電 力 の 状 態 が 正 常 な 場 合 、 UPS１ １ は コ ン ピ ュ ー タ
１ ２ へ の 給 電 を 自 動 的 に 開 始 す る た め 、 ユ ー ザ は 、 ブ レ ー カ ２ を オ フ に し て 、 UPS１ １ へ
の 入 力 電 力 の 供 給 を 停 止 し 、 入 力 電 力 の 異 常 を 意 図 的 に 発 生 さ せ て 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ５
乃 至 Ｓ ８ の 処 理 を 実 行 さ せ る こ と に よ り 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ を シ ャ ッ ト ダ ウ ン さ せ る と と
も に 、 UPS１ １ の 給 電 を 停 止 さ せ る 。 こ の よ う に し て 、 ユ ー ザ は 、 ブ レ ー カ ２ を オ フ す る
だ け で 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ を シ ャ ッ ト ダ ウ ン す る と と も に 、 UPS１ １ の 給 電 を 停 止 す る こ
と が で き 、 大 変 便 利 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ０ ５ ７ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ７ ６ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か し な が ら 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ の 電 源 を オ フ す る た め に 、 ブ レ ー カ ２ を オ フ に す る 場
合 、 便 利 で あ る 半 面 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ の 電 源 を オ フ す る ご と に 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 が 行
わ れ る 。 UPSに 用 い ら れ る バ ッ テ リ は 、 充 放 電 の 回 数 が 多 い ほ ど 、 劣 化 が 早 ま り 、 寿 命 が
短 く な る た め 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ の 電 源 が オ フ さ れ る 度 に 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 が 行 わ れ る
と 、 バ ッ テ リ の 劣 化 が 早 ま り 、 寿 命 が 短 く な っ て し ま う 。 ま た 、 次 に コ ン ピ ュ ー タ １ ２ を
起 動 し た 場 合 、 UPS１ １ の バ ッ テ リ が 放 電 さ れ て い る た め 、 充 電 が 完 了 す る ま で 、 バ ッ ク
ア ッ プ 可 能 時 間 が 短 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を さ せ ず に 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ の 電 源 を オ フ さ せ る た め に 、 ユ
ー ザ が 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 の 実 行 を 指 令 す る コ マ ン ド を コ ン ピ ュ ー タ １ ２ に 入 力 す る よ
う に し た 場 合 、 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 さ れ る よ う な 処 理 の 流 れ と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に お い て 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ は 、 情 報 処 理 装 置 ３ の 図 示 せ ぬ 操 作 部 を ユ
ー ザ が 操 作 し て 入 力 し た シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 の 実 行 を 指 令 す る コ マ ン ド を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に お い て 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン を 行 う 。 ま た 、 コ ン ピ
ュ ー タ １ ２ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 の 経 過 後 に 給 電 を 停 止 す る よ う に 指 示 す る コ マ ン ド を
、 イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ を 介 し て UPS１ １ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に お い て 、 UPS１ １ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 の 経 過 後 に 、 給 電 を 停 止 す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ の 処 理 の 後 、 ユ ー ザ は 、 UPS１ １ が 再 起 動 し な い よ う に 、 所 定 の 時 間 内
に ブ レ ー カ ２ を オ フ す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 所 定 の 時 間 内 に ブ レ ー カ ２ が オ フ さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ に お い て 、 UPS１ １ は 、
入 力 電 力 が 異 常 で あ る 、 す な わ ち 、 入 力 電 力 の 供 給 が 停 止 さ れ た と 判 定 し 、 シ ャ ッ ト ダ ウ
ン 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 所 定 の 時 間 内 に ブ レ ー カ ２ が オ フ さ れ な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ に お い て 、
入 力 電 力 が 正 常 で あ る と 判 定 さ れ 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ に お い て 、 UPS１ １ は 、 給 電 を 再 開 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ に お い て 、 UPS１ １ か ら の 給 電 の 再 開 に 伴 い 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ２ が 再 起
動 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ に お い て 、 UPS１ １ は 、 入 力 電 力 が 正 常 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ４ ７ の 処 理 は 、 入 力 電 力 が 異 常 で あ る と 判 定 さ れ る ま で 、 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ に お い て 、 入 力 電 力 が 異 常 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 す な わ ち 、 ス テ ッ
プ Ｓ ４ ３ の 処 理 の 後 、 所 定 の 時 間 を 過 ぎ て か ら ブ レ ー カ ２ が オ フ さ れ た 場 合 、 処 理 は ス テ
ッ プ Ｓ ４ ８ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ８ に お い て 、 上 述 し た 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ５ の 処 理 と 同 様 に 、 バ ッ ク ア ッ プ
運 転 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ９ に お い て 、 上 述 し た 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ７ の 処 理 と 同 様 に 、 シ ャ ッ ト ダ ウ
ン が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ に お い て 、 上 述 し た 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ８ の 処 理 と 同 様 に 、 給 電 が 停 止 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 従 っ て 、 例 え ば 、 ブ レ ー カ ２ が 情 報 処 理 装 置 ３ の 近 く に な く 、 所 定 の 時 間 内 に ブ レ ー カ
２ を オ フ で き な い 場 合 、 上 述 し た よ う に コ ン ピ ュ ー タ １ ２ の 電 源 を オ フ す る た び に バ ッ ク
ア ッ プ 運 転 が 行 わ れ て し ま い 、 バ ッ テ リ の 劣 化 が 早 ま っ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 バ ッ テ リ の 早 期 劣 化 を 防 止 す
る こ と が で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 側 面 は 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行 う 無 停 電 電 源 装 置 で あ っ て 、 外 部 か ら 供
給 さ れ る 入 力 電 力 を 監 視 す る 監 視 手 段 （ ス テ ッ プ ） と 、 外 部 か ら 所 定 の コ マ ン ド が 入 力 さ
れ た 場 合 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 停 止 す る と と も に 、 入 力 電 力 の 供 給 が 一 度 停 止 さ れ て か ら
再 開 さ れ る ま で 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行 わ な い よ う に 制 御 す る 給 電 制 御 手 段 （ ス テ ッ プ ）
と を 含 む 無 停 電 電 源 装 置 （ 給 電 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 、 ま た は 、 記 録 媒 体 ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 側 面 に お い て は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 が 監 視 さ れ 、 外 部 か ら 所
定 の コ マ ン ド が 入 力 さ れ た 場 合 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 停 止 す る と と も に 、 入 力 電 力 の 供 給
が 一 度 停 止 さ れ て か ら 再 開 さ れ る ま で 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行 わ な い よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 従 っ て 、 無 停 電 電 源 装 置 に バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を さ せ る こ と な く 、 無 停 電 電 源 装 置 に 接 続
さ れ て い る 負 荷 機 器 の 電 源 を 簡 単 か つ 確 実 に オ フ す る こ と が で き 、 無 停 電 電 源 装 置 の バ ッ
テ リ の 早 期 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 監 視 手 段 、 お よ び 、 給 電 制 御 手 段 は 、 例 え ば 、 CPU、 MPU（ Micro Processing Unit
） な ど の プ ロ セ ッ サ に よ り 構 成 さ れ る 。 ま た 、 監 視 手 段 は 、 例 え ば 、 検 出 抵 抗 な ど に よ り
構 成 さ れ る 電 力 検 出 回 路 の 出 力 を 監 視 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 監 視 ス テ ッ プ は 、 例 え ば 、 検 出 抵 抗 な ど に よ り 構 成 さ れ る 電 力 検 出 回 路 の 出 力 を 監
視 す る CPUに よ る 監 視 ス テ ッ プ に よ り 構 成 さ れ 、 給 電 制 御 ス テ ッ プ は 、 例 え ば 、 外 部 か ら
所 定 の コ マ ン ド が 入 力 さ れ た 場 合 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 停 止 す る と と も に 、 入 力 電 力 の 供
給 が 一 度 停 止 さ れ て か ら 再 開 さ れ る ま で 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行 わ な い よ う に 制 御 す る CP
Uに よ る 給 電 制 御 ス テ ッ プ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 側 面 の 情 報 処 理 装 置 に は 、 本 発 明 の 第 １ の 側 面 の 無 停 電 電 源 装 置 が 備 え
ら れ る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 従 っ て 、 無 停 電 電 源 装 置 に バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を さ せ る こ と な く 、 無 停 電 電 源 装 置 を 備 え
る 情 報 処 理 装 置 の 電 源 を 簡 単 か つ 確 実 に オ フ す る こ と が で き 、 無 停 電 電 源 装 置 の バ ッ テ リ
の 早 期 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 情 報 処 理 装 置 は 、 例 え ば 、 無 停 電 電 源 装 置 と コ ン ピ ュ ー タ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 側 面 ま た は 第 ２ の 側 面 に よ れ ば 、 無 停 電 電 源 装 置 に バ ッ
ク ア ッ プ 運 転 を さ せ る こ と な く 、 無 停 電 電 源 装 置 に 接 続 さ れ て い る 負 荷 機 器 の 電 源 を 簡 単
か つ 確 実 に オ フ す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 １ の 側 面 ま た は 第 ２ の 側 面 に よ れ ば
、 無 停 電 電 源 装 置 の バ ッ テ リ の 早 期 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 下 、 図 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 を 適 用 し た UPS１ ０ ３ の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 UPS１ ０
３ は 、 電 力 供 給 部 １ ２ １ 、 CPU（ Central Processing Unit） １ ２ ２ 、 操 作 部 １ ２ ３ 、 記 憶
部 １ ２ ４ 、 内 部 電 源 生 成 回 路 １ ２ ５ 、 リ セ ッ ト 回 路 １ ２ ６ 、 お よ び 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス
（ I/F） １ ２ ７ を 含 む よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 電 力 供 給 部 １ ２ １ の 入 力 側 に は 、 ブ レ ー カ １ ０ ２ を 介 し て 、 交 流 電 源 １ ０ １ が 接 続 さ れ
、 出 力 側 に は 、 コ ン ピ ュ ー タ な ど の 情 報 処 理 装 置 な ど に よ り 構 成 さ れ る 負 荷 機 器 １ ０ ４ お
よ び パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ PC） １ ０ ５ が 接 続 さ れ て い る 。 電 力 供 給 部 １ ２ １ は 、 ブ レ
ー カ １ ０ ２ が オ ン さ れ 、 入 力 電 源 で あ る 交 流 電 源 １ ０ １ が 正 常 で 、 交 流 電 源 １ ０ １ か ら 供
給 さ れ る 入 力 電 力 が 正 常 で あ る 場 合 、 す な わ ち 、 入 力 電 力 の 各 種 の パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、
電 圧 値 、 電 流 値 な ど ） が UPS１ ０ ３ の 許 容 範 囲 内 で あ る 場 合 、 交 流 電 源 １ ０ １ か ら の 入 力
電 力 を 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ に 供 給 す る 。 こ れ に 対 し て 、 交 流 電 源 １ ０ １ に 停 電
な ど の 異 常 が 発 生 し た り 、 ブ レ ー カ １ ０ ２ が オ フ さ れ た り し て 、 入 力 電 力 に 異 常 が 発 生 し
た 場 合 、 す な わ ち 、 入 力 電 力 の 各 種 の パ ラ メ ー タ が UPS１ ０ ３ の 許 容 範 囲 外 と な っ た 場 合
、 電 力 供 給 部 １ ２ １ は 、 内 蔵 す る バ ッ テ リ １ ３ ５ か ら の 電 力 を 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１
０ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 電 力 供 給 部 １ ２ １ の 電 力 供 給 方 式 （ す な わ ち 、 そ の 構 成 ） は 、 図 ４ の 例 で は 、 説
明 の 簡 略 上 、 い わ ゆ る 常 時 商 用 給 電 方 式 と さ れ て い る が 、 図 ４ の 例 に 限 定 さ れ ず 、 い わ ゆ
る ラ イ ン イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 方 式 や 、 い わ ゆ る 常 時 イ ン バ ー タ 方 式 と い っ た 様 々 な 方 式 を 適
用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ に 正 弦 波 に よ り 近 い 波 形
の 電 圧 を 印 加 で き る よ う 、 図 示 は し な い が 、 フ ィ ル タ 部 等 の 、 他 の 構 成 要 素 が 設 け ら れ る
こ と も あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 電 力 供 給 部 １ ２ １ は 、 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ 、 ス イ ッ チ １ ３ ２ 、 ラ イ ン １ ３ ３ 、 充 電 回 路
１ ３ ４ 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ 、 DC/DCコ ン バ ー タ １ ３ ６ 、 イ ン バ ー タ １ ３ ７ 、 ス イ ッ チ １ ３ ８
、 お よ び 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ を 含 む よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ は 、 例 え ば 、 検 出 抵 抗 等 で 構 成 さ れ 、 入 力 電 力 の 状 態 （ 例 え ば 、 電
圧 お よ び 電 流 の 瞬 時 値 な ど ） を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 を 示 す デ ー タ （ 以 下 、 入 力 電 力 デ ー
タ と 称 す る ） を CPU１ ２ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス イ ッ チ １ ３ ２ は 、 例 え ば 、 リ レ ー や コ ン タ ク タ な ど に よ り 構 成 さ れ る 。 ス イ ッ チ １ ３
２ は 、 入 力 電 圧 が 所 定 の 範 囲 内 で あ る 場 合 、 自 動 的 に オ ン し 、 入 力 電 圧 が 所 定 の 範 囲 外 で
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あ る 場 合 、 自 動 的 に オ フ す る 。 ま た 、 ス イ ッ チ １ ３ ２ は 、 例 え ば 、 UPS１ ０ ３ に 故 障 が 発
生 し た り 、 入 力 電 力 に 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 CPU１ ２ ２ の 制 御 の 基 に 、 強 制 的 に オ フ さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ラ イ ン １ ３ ３ は 、 交 流 電 源 １ ０ １ か ら の 電 力 を 伝 播 す る ラ イ ン で あ る 。 す な わ ち 、 後 述
す る よ う に 、 入 力 電 力 が 正 常 で あ る 場 合 （ す な わ ち 、 通 常 の 場 合 ） 、 CPU１ ２ ２ の 制 御 の
基 に 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ の 入 力 が ラ イ ン １ ３ ３ 側 に 切 替 え ら れ 、 交 流 電 源 １ ０ １ か ら の 電 力
が 、 ラ イ ン １ ３ ３ 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ 、 お よ び 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ を 介 し て 、 負 荷 機 器 １ ０ ４
お よ び PC１ ０ ５ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 充 電 回 路 １ ３ ４ は 、 CPU１ ２ ２ の 制 御 の 基 に 、 交 流 電 源 １ ０ １ か ら 印 加 さ れ る 交 流 の 入
力 電 圧 を 、 所 定 の レ ベ ル の 直 流 電 圧 に 変 換 し て 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ に 印 加 し 、 バ ッ テ リ １ ３
５ に 充 電 電 流 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 バ ッ テ リ １ ３ ５ は 、 入 力 電 力 に 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ に
電 力 を 供 給 す る 予 備 電 源 （ バ ッ ク ア ッ プ 電 源 ） で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 DC/DCコ ン バ ー タ １ ３ ６ は 、 CPU１ ２ ２ の 制 御 の 基 に 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ の 直 流 電 圧 を 、 所
定 の 直 流 電 圧 に 変 換 し 、 イ ン バ ー タ １ ３ ７ に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 イ ン バ ー タ １ ３ ７ は 、 CPU１ ２ ２ の 制 御 の 基 に 、 DC/DCコ ン バ ー タ １ ３ ６ に よ り 印 加 さ れ
る 直 流 電 圧 を 、 交 流 電 源 １ ０ １ と 同 一 の 周 波 数 、 か つ ほ ぼ 同 一 の レ ベ ル の 交 流 電 圧 に 変 換
し 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ 、 お よ び 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ を 介 し て 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５
に 交 流 電 圧 を 印 加 す る （ 電 力 を 供 給 す る ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス イ ッ チ １ ３ ８ は 、 上 述 し た よ う に 、 CPU１ ２ ２ の 制 御 の 基 に 、 そ の 入 力 が 切 替 え ら れ
る 。 す な わ ち 、 CPU１ ２ ２ は 、 UPS１ ０ ３ が 稼 動 状 態 で あ っ て 、 か つ 、 入 力 電 力 に 異 常 が 発
生 し て い る 場 合 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ の 入 力 を イ ン バ ー タ １ ３ ７ 側 に 切 替 え 、 そ れ 以 外 の 場 合
、 ス イ ッ チ １ ３ ８ の 入 力 を ラ イ ン １ ３ ３ 側 に す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス イ ッ チ １ ３ ９ は 、 CPU１ ２ ２ の 制 御 の 基 に 、 そ の 状 態 が 切 替 え ら れ る 。 す な わ ち 、 CPU
１ ２ ２ は 、 UPS１ ０ ３ が 稼 動 状 態 の 場 合 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ を オ ン に し 、 そ れ 以 外 の 場 合 、
ス イ ッ チ １ ３ ９ を オ フ に す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 CPU１ ２ ２ は 、 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 デ ー タ 、 操 作 部 １ ２ ３ を 操
作 す る こ と に よ り ユ ー ザ に よ り 入 力 さ れ る 各 種 の 指 令 を 示 す 情 報 、 ま た は 、 外 部 イ ン タ フ
ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て PC１ ０ ５ か ら 送 信 さ れ て く る 各 種 の 処 理 の 実 行 を 指 令 す る た め の コ
マ ン ド に 基 づ い て 、 UPS１ ０ ３ の 各 部 の 動 作 を 制 御 す る 。 ま た 、 CPU１ ２ ２ は 、 外 部 イ ン タ
フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て PC１ ０ ５ に 、 UPS１ ０ ３ の 状 態 （ 例 え ば 、 入 力 電 力 の 状 態 、 バ ッ
ク ア ッ プ 運 転 の 開 始 ま た は 終 了 な ど ） を 示 す 情 報 、 お よ び 、 各 種 の 処 理 の 実 行 を 指 令 す る
た め の コ マ ン ド を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 操 作 部 １ ２ ３ は 、 例 え ば 、 ス イ ッ チ や ボ タ ン な ど に よ り 構 成 さ れ 、 ユ ー ザ が UPS１ ０ ３
に 各 種 の 指 令 を 入 力 す る と き に 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 記 憶 部 １ ２ ４ は 、 例 え ば 、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 、 EEPROM（ Electrically Erasable and Pr
ogrammable Read Only Memory） 、 HDD（ Hard Disk Drive） な ど の 不 揮 発 性 の 記 憶 媒 体 に
よ り 構 成 さ れ る 。 記 憶 部 １ ２ ４ は 、 ユ ー ザ に よ り 設 定 さ れ た 設 定 値 な ど を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 内 部 電 源 生 成 回 路 １ ２ ５ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ か ら 出 力 さ れ る 電 力 （ UPS１ ０ ３ の 出 力 電
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力 ） 、 ま た は 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ か ら の 電 力 の 供 給 を 受 け 、 CPU１ ２ ２ を 動 作 さ せ る た め の
電 力 を 生 成 し 、 生 成 し た 電 力 を CPU１ ２ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 リ セ ッ ト 回 路 １ ２ ６ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ の 出 力 側 の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 印 加 さ れ る 電 圧 が
所 定 の 値 未 満 の 場 合 、 す な わ ち 、 入 力 電 圧 、 ま た は 、 イ ン バ ー タ １ ３ ７ か ら 出 力 さ れ る 電
圧 が 所 定 の 値 未 満 の 場 合 、 Lowレ ベ ル の リ セ ッ ト 信 号 を CPU１ ２ ２ に 供 給 し 、 印 加 さ れ る 電
圧 が 所 定 の 値 以 上 の 場 合 、 CPU１ ２ ２ へ の リ セ ッ ト 信 号 の 供 給 を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ は 、 PC１ ０ ５ と 通 信 を 行 う 。 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ は 、
CPU１ ２ ２ か ら 供 給 さ れ る 情 報 や コ マ ン ド を PC１ ０ ５ に 供 給 し 、 PC１ ０ ５ か ら 送 信 さ れ て
く る 情 報 や コ マ ン ド を CPU１ ２ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 以 下 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ は 、 BIOS（ Basic Input Output System）
な ど の 設 定 に よ り 、 UPS１ ０ ３ の 給 電 の 開 始 に 伴 い 、 自 動 的 に 起 動 す る よ う に 設 定 さ れ て
い る も の と す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ５ は 、 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り CPU１ ２ ２ に よ り 実 現 さ れ る 機 能 の 構
成 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 CPU１ ２ ２ が プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り 、 入 力 電
力 監 視 部 １ ５ １ 、 ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ 、 コ マ ン ド 受 信 部 １ ５ ３ 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ 、
お よ び 、 コ マ ン ド 送 信 部 １ ５ ５ を 含 む 機 能 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 デ ー タ に 基 づ い
て 、 交 流 電 源 １ ０ １ か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 の 状 態 を 監 視 す る 。 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は
、 入 力 電 力 の 状 態 を 示 す 情 報 を 給 電 制 御 部 １ ５ ４ 、 お よ び 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を
介 し て 、 PC１ ０ ５ に 供 給 す る 。 な お 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 停 電 な ど に よ り 入 力 電 力
の 供 給 が 停 止 さ れ 、 か つ 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ の 容 量 が な く 、 内 部 電 源 生 成 回 路 １ ２ ５ か ら CP
U１ ２ ２ へ の 電 力 の 供 給 が 停 止 さ れ て い る 場 合 、 リ セ ッ ト 回 路 １ ２ ６ か ら の リ セ ッ ト 信 号
の 供 給 の 停 止 を ト リ ガ と し て 、 入 力 電 力 の 供 給 が 再 開 さ れ た こ と を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ は 、 ユ ー ザ が 操 作 部 １ ２ ３ を 操 作 す る こ と に よ り 入 力 し た 各 種
の 指 令 を 示 す 情 報 を 操 作 部 １ ２ ３ か ら 取 得 す る 。 ま た 、 ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ は 、 PC１
０ ５ な ど の 外 部 の 情 報 処 理 装 置 を 用 い て ユ ー ザ に よ り 入 力 さ れ る 各 種 の 指 令 を 示 す コ マ ン
ド を 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て 取 得 す る 。 ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ は 、 取 得 し た
情 報 や コ マ ン ド を 給 電 制 御 部 １ ５ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ は 、 ユ ー ザ に よ り UPS１ ０ ３ の 各 種 の 設 定 値 の 設 定 が 指
令 さ れ た 場 合 、 ユ ー ザ に よ り 入 力 さ れ た 設 定 値 を 記 憶 部 １ ２ ４ に 記 憶 さ せ る 。 そ れ ら の 設
定 値 の 中 に は 、 例 え ば 、 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 お よ び 出 力 遅 延 時 間 が 含 ま れ る 。 最 長 バ ッ
ク ア ッ プ 時 間 と は 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 （ バ ッ ク ア ッ プ 給 電 ） を 継 続 し て 行 う 時 間 の 上 限 で
あ る 。 ま た 、 出 力 遅 延 時 間 と は 、 UPS１ ０ ３ が 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ へ の 給 電 を
停 止 し て い る 場 合 に 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 と な っ た と き 、 UPS１ ０ ３ が 負 荷 機 器 １ ０ ４ お
よ び PC１ ０ ５ へ の 給 電 の 開 始 を 遅 延 さ せ る 時 間 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 コ マ ン ド 受 信 部 １ ５ ３ は 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て 、 PC１ ０ ５ か ら 送 信 さ れ
て く る 各 種 の コ マ ン ド を 受 信 す る 。 コ マ ン ド 受 信 部 １ ５ ３ は 、 受 信 し た コ マ ン ド を 給 電 制
御 部 １ ５ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 図 ７ お よ び 図 ８ を 参 照 し て 後 述 す る よ う に 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５
１ か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 の 状 態 を 示 す 情 報 、 ユ ー ザ に よ り 入 力 さ れ る 各 種 の 指 令 を 示 す
情 報 、 PC１ ０ ５ か ら 送 信 さ れ て く る 各 種 の 処 理 の 実 行 を 指 令 す る た め の コ マ ン ド 、 ま た は
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、 記 憶 部 １ ２ ４ に 記 憶 さ れ て い る 各 種 の 設 定 値 な ど に 基 づ い て 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC
１ ０ ５ へ の 給 電 を 制 御 す る 。 ま た 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 UPS１ ０ ３ の 状 態 を 示 す 情 報 を
、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て 、 PC１ ０ ５ に 送 信 す る 。 さ ら に 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４
は 、 コ マ ン ド 送 信 部 １ ５ ３ お よ び 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て 、 PC１ ０ ５ に 各 種 の
コ マ ン ド を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 図 ６ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 、 UPS１ ０ ３ に よ り 実 行 さ れ る 処 理 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま ず 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 UPS１ ０ ３ に よ り 実 行 さ れ る 設 定 処 理 を 説 明
す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 、 ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ は 、 UPS１ ０ ３ の 各 種 の 設 定 値 を
設 定 し て 、 設 定 処 理 は 終 了 す る 。 具 体 的 に は 、 ユ ー ザ は 、 操 作 部 １ ２ ３ を 操 作 し て 、 UPS
１ ０ ３ の 各 種 の 設 定 値 の 指 令 を 入 力 す る 。 操 作 部 １ ２ ３ は 、 ユ ー ザ に よ り 入 力 さ れ た 指 令
を 示 す 情 報 を ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ に 供 給 す る 。 ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ は 、 ユ ー ザ に
よ り 入 力 さ れ た 設 定 値 を 示 す デ ー タ を 記 憶 部 １ ２ ４ に 記 憶 さ せ る 。 こ れ ら の 設 定 値 の 中 に
は 、 例 え ば 、 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 、 お よ び 、 出 力 遅 延 時 間 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 PC１ ０ ５ な ど を 用 い て 、 各 種 の 設 定 値 の 設 定 を 指 令 す る コ マ ン ド を 、 外 部 イ ン タ
フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て 、 ユ ー ザ 指 令 取 得 部 １ ５ ２ に 送 信 す る こ と に よ り 、 UPS１ ０ ３ の
各 種 の 設 定 値 を 設 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 次 に 、 図 ７ お よ び 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 UPS１ ０ ３ に よ り 実 行 さ れ る 給 電
処 理 を 説 明 す る 。 な お 、 こ の 処 理 は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 ブ レ ー カ １ ０ ２ を オ フ の 状 態 か
ら オ ン に し 、 交 流 電 源 １ ０ １ か ら Ｕ Ｐ Ｓ １ ０ ３ へ の 入 力 電 力 の 供 給 が 開 始 さ れ る と も に 、
UPS１ ０ ３ の 図 示 せ ぬ 電 源 ス イ ッ チ が オ ン さ れ た と き 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に お い て 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ た
か 否 か を 判 定 す る 。 具 体 的 に は 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ か ら 供 給
さ れ る 入 力 電 力 デ ー タ に 基 づ い て 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ た か 否 か を 判 定 す る 。 な
お 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ た と 判 定 さ れ る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ の 判 定 処 理 が 繰
り 返 し 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に お い て 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ た と 判 定 さ れ た 場 合 、 例 え ば
、 停 電 な ど に よ る 交 流 電 源 １ ０ １ の 異 常 が 解 消 さ れ 、 正 常 な 状 態 の 入 力 電 力 の 供 給 が 開 始
さ れ た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ２ に 進 む 。 な お 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 停 電 な ど
に よ り 入 力 電 力 の 供 給 が 停 止 さ れ 、 か つ 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ の 容 量 が な く 、 内 部 電 源 生 成 回
路 １ ２ ５ か ら の CPU１ ２ ２ へ の 電 力 の 供 給 が 停 止 さ れ て い る 場 合 、 リ セ ッ ト 回 路 １ ２ ６ か
ら の リ セ ッ ト 信 号 の 供 給 の 解 除 を ト リ ガ と し て 、 入 力 電 力 の 供 給 が 開 始 さ れ た こ と を 検 出
す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ２ に お い て 、 UPS１ ０ ３ が 起 動 す る 。 具 体 的 に は 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状
態 に な る こ と に よ り 、 ス イ ッ チ １ ３ ２ が オ ン し 、 充 電 回 路 １ ３ ４ に 交 流 電 源 １ ０ １ か ら の
交 流 の 入 力 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 充 電 回 路 １ ３ ４ は 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ の 制 御 の 基 に 、 印 加
さ れ た 入 力 電 圧 を 所 定 の レ ベ ル の 直 流 電 圧 に 変 換 す る 。 変 換 さ れ た 直 流 電 圧 は バ ッ テ リ １
３ ５ に 印 加 さ れ 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ の 充 電 が 開 始 さ れ る 。 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 ス イ ッ チ １
３ ８ の 入 力 を ラ イ ン １ ３ ３ 側 に す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ に お い て 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 記 憶 部 １ ２ ４ に 記 憶 さ れ て い る 出 力
遅 延 時 間 を 読 み 出 す 。

10

20

30

40

50

(10) JP 2007-37283 A 2007.2.8



【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ に お い て 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 出 力 遅 延 時 間 が 設 定 さ れ て い る か 否
か を 判 定 す る 。 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 読 み 出 し た 出 力 遅 延 時 間 が ０ 以 外 の 値 に 設 定 さ れ て
い る 場 合 、 出 力 遅 延 時 間 が 設 定 さ れ て い る と 判 定 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ に 進 む 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ に お い て 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 時 間 の 計 測 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ６ に お い て 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ に お い て 時 間 の 計
測 を 開 始 し て か ら 、 出 力 遅 延 時 間 が 経 過 し た か 否 か を 判 定 す る 。 出 力 遅 延 時 間 が 経 過 し た
と 判 定 さ れ る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ６ の 判 定 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ６
に お い て 、 出 力 遅 延 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ７ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ に お い て 、 出 力 遅 延 時 間 が 設 定 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ ２ ５ お よ び Ｓ １ ２ ６ の 処 理 は ス キ ッ プ さ れ 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ７ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ７ に お い て 、 UPS１ ０ ３ は 、 給 電 を 開 始 す る 。 具 体 的 に は 、 給 電 制 御 部
１ ５ ４ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ を オ ン に す る 。 こ れ に よ り 、 交 流 電 源 １ ０ １ か ら の 電 力 が 、 ブ
レ ー カ １ ０ ２ 、 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ 、 ス イ ッ チ １ ３ ２ 、 ラ イ ン １ ３ ３ 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ 、
お よ び 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ を 介 し て 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 す な わ ち 、 出 力 遅 延 時 間 が 設 定 さ れ て い る 場 合 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ て か ら 出
力 遅 延 時 間 が 経 過 し た 後 に 、 通 常 運 転 に よ る 商 用 給 電 が 開 始 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 UPS１
０ ３ が 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ へ の 給 電 を 停 止 し て か ら 、 UPS１ ０ ３ が 給 電 を 再 開
す る ま で の 間 に 必 ず 出 力 遅 延 時 間 が 確 保 さ れ る 。 従 っ て 、 出 力 遅 延 時 間 を 適 切 な 値 に 設 定
す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ ま た は PC１ ０ ５ に 補 助 電 源 が 内 蔵 さ れ て い て も
、 UPS１ ０ ３ か ら の 給 電 が 停 止 し て か ら 再 開 さ れ る ま で の 間 に 、 補 助 電 源 の 電 圧 が 必 ず 所
定 の 値 以 下 と な る よ う に す る こ と が で き 、 UPS１ ０ ３ か ら の 給 電 が 再 開 さ れ た と き に 、 負
荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ を 正 常 に 再 起 動 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ６ の よ う な オ
ン デ ィ レ ー 回 路 ４ １ の よ う な 回 路 を 新 た に 設 け る こ と な く 、 UPS１ ０ ３ の 操 作 部 １ ２ ３ を
操 作 す る だ け で 、 UPS１ ０ ３ の 給 電 の 開 始 を 簡 単 に 遅 延 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 出 力 遅 延 時 間 が 設 定 さ れ て い な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ お よ び Ｓ １ ２ ６ の 処 理
が ス キ ッ プ さ れ る の で 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に な っ た 直 後 に 通 常 運 転 に よ る 商 用 給 電 が
開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ８ に お い て 、 UPS１ ０ ３ か ら の 給 電 の 開 始 に 伴 い 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ
び PC１ ０ ５ が 起 動 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ に お い て 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ か ら 供 給 さ
れ る 入 力 電 力 デ ー タ に 基 づ い て 、 入 力 電 力 が 正 常 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 入 力 電 力 が 正
常 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ に お い て 、 PC１ ０ ５ は 、 ユ ー ザ に よ り シ ャ ッ ト ダ ウ ン が 指 令 さ れ た か
否 か を 判 定 す る 。 ユ ー ザ に よ り シ ャ ッ ト ダ ウ ン が 指 令 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 処
理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ に お い て 、 入 力 電 力 が 異 常 で あ る と 判 定
さ れ る か 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ に お い て 、 ユ ー ザ に よ り シ ャ ッ ト ダ ウ ン が 指 令 さ れ た と 判 定
さ れ る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ お よ び Ｓ １ ３ ０ の 判 定 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。 こ の 間
、 UPS１ ０ ３ に よ る 商 用 給 電 が 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ に お い て 、 ユ ー ザ に よ り シ ャ ッ ト ダ ウ ン が 指 令 さ れ た と 判 定 さ れ た 場
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合 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 PC１ ０ ５ の 図 示 せ ぬ 操 作 部 を 操 作 す る こ と に よ り シ ャ ッ ト ダ ウ ン
を 指 令 す る コ マ ン ド を 入 力 し た り 、 図 示 せ ぬ 外 部 の 情 報 処 理 装 置 か ら PC１ ０ ５ に シ ャ ッ ト
ダ ウ ン を 指 令 す る コ マ ン ド を 送 信 し た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に 進 む 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に お い て 、 PC１ ０ ５ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン を 行 う 。 具 体 的 に は 、 PC１ ０
５ は 、 指 定 し た シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 が 経 過 し た 後 に 給 電 を 停 止 す る と と も に 、 入 力 電 力 の
供 給 が 一 度 停 止 し て か ら 再 開 さ れ る ま で 給 電 を 行 わ な い よ う に 指 令 す る コ マ ン ド （ 以 下 、
マ ニ ュ ア ル 給 電 停 止 コ マ ン ド と 称 す る ） を 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て 、 給 電 制
御 部 １ ５ ４ に 送 信 す る 。 な お 、 こ の シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 は 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０
５ の シ ャ ッ ト ダ ウ ン に 要 す る 時 間 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ に よ り PC１ ０ ５ に 予 め 設 定 さ れ て い
る 。 ま た 、 PC１ ０ ５ は 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ に シ ャ ッ ト ダ ウ ン を 指 令 す る コ マ ン ド を 送 信 し 、
負 荷 機 器 １ ０ ４ を シ ャ ッ ト ダ ウ ン さ せ る 。 さ ら に 、 PC１ ０ ５ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 を 行
い 、 起 動 中 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 終 了 さ せ 、 起 動 中 の OSを 終 了 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ に お い て 、 UPS１ ０ ３ は 、 給 電 を 停 止 す る 。 具 体 的 に は 、 給 電 制 御 部
１ ５ ４ は 、 マ ニ ュ ア ル 給 電 停 止 コ マ ン ド を 受 信 し て か ら 、 マ ニ ュ ア ル 給 電 停 止 コ マ ン ド に
よ り 指 定 さ れ た シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 が 経 過 し た と き 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ を オ フ に し て 、 UPS
１ ０ ３ か ら 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ へ の 給 電 を 停 止 す る 。 こ れ に よ り 、 負 荷 機 器 １
０ ４ お よ び PC１ ０ ５ の 電 源 が オ フ さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ に お い て 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 給 電 を 禁 止 す る 。 具 体 的 に は 、 給 電
制 御 部 １ ５ ４ は 、 後 述 す る ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に お い て 、 給 電 の 禁 止 を 解 除 す る ま で 、 ス イ
ッ チ １ ３ ９ が オ ン さ れ る こ と を 禁 止 す る こ と に よ り 、 UPS１ ０ ３ か ら の 給 電 を 禁 止 す る 。
こ れ に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ に お い て 給 電 を 停 止 し た 後 に 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 が 継
続 し て も 、 UPS１ ０ ３ の 給 電 が 再 開 さ れ な い た め 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ の 電 源
が オ フ さ れ た 状 態 が 継 続 さ れ 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ が 再 起 動 す る こ と が 防 止 さ
れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ に お い て 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 入 力 電 力 の 供 給 が 停 止 さ れ た か
否 か を 判 定 す る 。 入 力 電 力 の 供 給 が 停 止 さ れ た と 判 定 さ れ る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ の 判
定 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ に お い て 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が ブ レ ー カ １ ０
２ を オ フ し 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ が 、 入 力 電 力 デ ー タ に 基 づ い て 、 入 力 電 圧 が 所 定 の 値
以 下 と な る 状 態 が 、 誤 検 出 を 防 ぐ た め に 所 定 の 時 間 継 続 し た こ と を 検 出 し た 場 合 、 入 力 電
力 の 供 給 が 停 止 さ れ た と 判 定 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に 進 む 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に お い て 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 給 電 の 禁 止 を 解 除 す る 。 具 体 的 に は
、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 入 力 電 力 の 供 給 が 停 止 さ れ た こ と を 示 す 情 報 を 給 電 制 御 部 １
５ ４ に 供 給 す る 。 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ が オ ン さ れ る こ と の 禁 止 を 解 除 す
る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 マ ニ ュ ア ル 給 電 停 止 コ マ ン ド が 入 力 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ 乃 至 Ｓ １ ３
５ の 処 理 に よ り 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ へ の 給 電 が 停 止 さ れ る と と も に 、 入 力 電
力 の 供 給 が 一 度 停 止 さ れ て か ら 再 開 さ れ る ま で 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ へ の 給 電
が 行 わ れ な い よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 そ の 後 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に 戻 り 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ 以 降 の 処 理 が 実 行
さ れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ に お い て 、 入 力 電 力 が 異 常 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 例 え ば 、 交 流 電
源 １ ０ １ に 停 電 な ど の 異 常 が 発 生 し た り 、 入 力 電 圧 が 所 定 の 範 囲 を 超 え て 変 動 し た り 、 ブ
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レ ー カ １ ０ ２ が オ フ さ れ た り し た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ６ に 進 む 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ６ に お い て 、 UPS１ ０ ３ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を 開 始 す る 。 具 体 的 に は
、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 入 力 電 力 の 異 常 が 発 生 し た こ と を 通 知 す る 情 報 を 給 電 制 御 部
１ ５ ４ 、 お よ び 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て PC１ ０ ５ に 供 給 す る 。 給 電 制 御 部 １
５ ４ は 、 DC/DCコ ン バ ー タ １ ３ ６ お よ び イ ン バ ー タ １ ３ ７ の 駆 動 を 開 始 す る と と も に 、 ス
イ ッ チ １ ３ ８ の 入 力 を イ ン バ ー タ １ ３ ７ 側 に 切 替 え る 。 DC/DCコ ン バ ー タ １ ３ ６ は 、 給 電
制 御 部 １ ５ ５ の 制 御 の 基 に 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ に よ り 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 を 、 所 定 の 直 流 電
圧 に 変 換 し 、 イ ン バ ー タ １ ３ ７ に 印 加 す る 。 イ ン バ ー タ １ ３ ７ は 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ の 制
御 の 基 に 、 DC/DCコ ン バ ー タ １ ３ ６ に よ り 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 を 、 交 流 電 源 １ ０ １ と 同 一
の 周 波 数 、 か つ ほ ぼ 同 一 の レ ベ ル の 交 流 電 圧 に 変 換 し 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ 、 お よ び 、 ス イ ッ
チ １ ３ ９ を 介 し て 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ に 交 流 電 圧 を 印 加 す る 。 す な わ ち 、 バ
ッ ク ア ッ プ 運 転 に よ る バ ッ ク ア ッ プ 給 電 が 開 始 さ れ る 。 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 バ ッ ク ア ッ
プ 運 転 の 開 始 を 通 知 す る 情 報 を 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て PC１ ０ ５ に 供 給 す る
。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ７ に お い て 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 の 計 測 を 開 始 す る
。 ま た 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 記 憶 部 １ ２ ４ に 記 憶 さ れ て い る 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 を 読
み 出 す 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ８ に お い て 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 復 電 し た か 否 か を 判 定 す る 。 具
体 的 に は 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 デ ー タ
に 基 づ い て 、 入 力 電 力 の 異 常 が 継 続 し て い る こ と を 検 出 し た 場 合 、 復 電 し て い な い と 判 定
し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ９ に 進 む 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ９ に お い て 、 PC１ ０ ５ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 待 機 時 間 が 経 過 し た か 否 か を
判 定 す る 。 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 待 機 時 間 と は 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 が 開 始 さ れ て か ら PC１ ０ ５ が
シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 を 行 う ま で の 間 の 時 間 で あ り 、 例 え ば 、 必 要 に 応 じ て 、 ユ ー ザ が PC１
０ ５ に シ ャ ッ ト ダ ウ ン 待 機 時 間 を 予 め 設 定 し て お く 。 PC１ ０ ５ は 、 UPS１ ０ ３ か ら バ ッ ク
ア ッ プ 運 転 の 開 始 を 通 知 さ れ て か ら シ ャ ッ ト ダ ウ ン 待 機 時 間 が ま だ 経 過 し て い な い と 判 定
し た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に 進 む 。 ま た 、 PC１ ０ ５ は 、 自 動 的 に シ ャ ッ ト ダ ウ ン
処 理 を 行 う よ う に 設 定 さ れ て い な い 場 合 、 す な わ ち 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 待 機 時 間 が 設 定 さ れ
て い な い 場 合 も 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 待 機 時 間 が 経 過 し て い な い と 判 定 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ
１ ４ ０ に 進 む 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に お い て 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を 開 始 し て か ら 、
最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 が 経 過 し た か 否 か を 判 定 す る 。 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 が 経 過 し て い
な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ８ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ８ に お い て 、 復
電 し た と 判 定 さ れ る か 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ９ に お い て 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 待 機 時 間 が 経 過 し た
と 判 定 さ れ る か 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に お い て 、 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ
れ る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ８ 乃 至 Ｓ １ ４ ０ の 判 定 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。 こ の 間 、 UP
S１ ０ ３ に よ る バ ッ ク ア ッ プ 給 電 が 継 続 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に お い て 、 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 処 理
は ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ に 進 む 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ に お い て 、 UPS１ ０ ３ は 、 給 電 を 停 止 す る 。 具 体 的 に は 、 給 電 制 御 部
１ ５ ４ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ９ を オ フ に し 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ の 入 力 を ラ イ ン １ ３ ３ 側 に 切 替 え
、 DC/DCコ ン バ ー タ １ ３ ６ お よ び イ ン バ ー タ １ ３ ７ の 駆 動 を 停 止 し 、 UPS１ ０ ３ か ら 負 荷 機
器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ へ の 給 電 を 停 止 す る 。 こ れ に よ り 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０
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５ の 電 源 が オ フ さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ お よ び Ｓ １ ４ １ の 処 理 に よ り 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を 継 続 し て 行 う 時 間
の 上 限 が 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 と さ れ 、 必 要 以 上 に バ ッ テ リ が 放 電 さ れ る こ と が 防 止 さ れ
る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 が 開 始 さ れ て か ら 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 が 経 過 す
る ま で の 間 に 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ を 手 動 で シ ャ ッ ト ダ ウ ン さ せ た り 、 負 荷 機
器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ に 電 力 を 供 給 す る 電 源 を 切 替 え た り す る な ど の 対 策 を 施 す こ と が
で き る 。 ま た 、 図 ２ の オ フ デ ィ レ ー 回 路 ２ の よ う な 回 路 を 新 た に 設 け た り 、 PC１ ０ ５ と 通
信 を 行 っ た り す る こ と な く 、 UPS１ ０ ３ の 操 作 部 １ ２ ３ を 操 作 す る だ け で 、 UPS１ ０ ３ の 最
長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 を 簡 単 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 そ の 後 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に 戻 り 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ 以 降 の 処 理 が 実 行
さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ９ に お い て 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 待 機 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 処
理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ に 進 む 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ に お い て 、 PC１ ０ ５ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン を 行 う 。 具 体 的 に は 、 PC１ ０
５ は 、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 が 経 過 し た 後 に 給 電 を 停 止 す る よ う に 指 令 す る コ マ ン ド （ 以 下
、 自 動 給 電 停 止 コ マ ン ド と 称 す る ） を 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て 、 給 電 制 御 部
１ ５ ４ に 送 信 す る 。 ま た 、 PC１ ０ ５ は 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ に シ ャ ッ ト ダ ウ ン を 指 令 す る コ マ
ン ド を 送 信 し 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ を シ ャ ッ ト ダ ウ ン さ せ る 。 さ ら に 、 PC１ ０ ５ は 、 シ ャ ッ ト
ダ ウ ン 処 理 を 行 い 、 起 動 中 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 終 了 さ せ 、 起 動 中 の OSを 終 了
さ せ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ３ に お い て 、 UPS１ ０ ３ は 、 給 電 を 停 止 す る 。 具 体 的 に は 、 給 電 制 御 部
１ ５ ４ は 、 自 動 給 電 停 止 コ マ ン ド を 受 信 し て か ら 、 自 動 給 電 停 止 コ マ ン ド に よ り 指 定 さ れ
た シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時 間 が 経 過 し た と き 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ と 同 様 の 処 理 に よ り 、 UPS１ ０
３ か ら 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ へ の 給 電 が 停 止 さ れ 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０
５ の 電 源 が オ フ さ れ る 。 な お 、 こ の 場 合 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ の 判 定 処 理 は 行 わ れ
ず 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に 戻 る こ と に よ り 、 UPS１ ０ ３ か ら 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１
０ ５ へ の 給 電 が 再 開 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 そ の 後 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に 戻 り 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ 以 降 の 処 理 が 実 行
さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ８ に お い て 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 電 力 検 出 回 路 １ ３ １ か ら 供 給 さ
れ る 入 力 電 力 デ ー タ に 基 づ い て 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 に 戻 っ た こ と を 検 出 し た 場 合 、 復
電 し た と 判 定 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ４ に 進 む 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ４ に お い て 、 UPS１ ０ ３ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を 停 止 し 、 通 常 運 転 を 再
開 す る 。 具 体 的 に は 、 入 力 電 力 監 視 部 １ ５ １ は 、 入 力 電 力 が 復 電 し た こ と を 示 す 情 報 を 給
電 制 御 部 １ ５ ４ 、 お よ び 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て PC１ ０ ５ に 供 給 す る 。 給 電
制 御 部 １ ５ ４ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ８ の 入 力 を ラ イ ン １ ３ ３ 側 に し 、 DC/DCコ ン バ ー タ １ ３ ６
お よ び イ ン バ ー タ １ ３ ７ の 駆 動 を 停 止 す る 。 こ れ に よ り 、 通 常 運 転 に よ る 商 用 給 電 が 再 開
さ れ る 。 ま た 、 給 電 制 御 部 １ ５ ４ は 、 通 常 運 転 を 再 開 し た こ と を 示 す 情 報 を 、 外 部 イ ン タ
フ ェ ー ス １ ２ ７ を 介 し て PC１ ０ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 そ の 後 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ に 戻 り 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ 以 降 の 処 理 が 実
行 さ れ る 。
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【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 最 長 バ ッ ク ア ッ プ 時 間 を 簡 単 に 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 最 長 バ
ッ ク ア ッ プ 時 間 を 適 切 な 値 に 設 定 す る こ と に よ り 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ を シ ャ
ッ ト ダ ウ ン す る 時 間 を 十 分 に 確 保 し つ つ 、 短 時 間 の 入 力 電 力 の 異 常 に よ り 負 荷 機 器 １ ０ ４
お よ び PC１ ０ ５ が シ ャ ッ ト ダ ウ ン さ れ る こ と を 回 避 す る こ と が で き 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ の 無
駄 な 放 電 を 抑 え 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ の 早 期 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 出 力 遅 延 時 間 を 簡 単 に 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 出 力 遅 延 時 間 を 適 切 な 値
に 設 定 す る こ と に よ り 、 UPS１ ０ ３ が 給 電 を 開 始 し た と き に 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ ま た は PC１
０ ５ を 確 実 に 起 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 入 力 電 力 が 正 常 な 状 態 で あ る 場 合 で も 、 UPS１ ０ ３ に バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を さ せ
る こ と な く 、 負 荷 機 器 １ ０ ４ お よ び PC１ ０ ５ の 電 源 を 簡 単 か つ 確 実 に オ フ さ せ る こ と が で
き る 。 従 っ て 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ の 無 駄 な 放 電 を 抑 え 、 バ ッ テ リ １ ３ ５ の 早 期 劣 化 を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 UPSを 内 蔵 し た 情 報 処 理 装 置 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 図 ９ は 、 UPS
１ ０ ３ を 内 蔵 し た 情 報 処 理 装 置 ２ ０ １ の 構 成 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 CPU（ Central Process
ing Unit） ２ １ １ は 、 ROM（ Read Only Memory） ２ １ ２ に 記 憶 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム 、 ま
た は 記 録 部 ２ １ ８ か ら RAM（ Random Access Memory） ２ １ ３ に ロ ー ド さ れ た プ ロ グ ラ ム に
従 っ て 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 。 な お 、 CPU２ １ １ が 実 行 す る プ ロ グ ラ ム に は 、 UPS管 理 プ ロ
グ ラ ム が 含 ま れ る 。 RAM２ １ ３ に は ま た 、 CPU２ １ １ が 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 上 に お い て 必
要 な デ ー タ な ど も 適 宜 記 憶 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 CPU２ １ １ 、 ROM２ １ ２ 、 お よ び RAM２ １ ３ は 、 バ ス ２ １ ４ を 介 し て 相 互 に 接 続 さ れ て い
る 。 こ の バ ス ２ １ ４ に は ま た 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ ５ も 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ ５ に は 、 ボ タ ン 、 ス イ ッ チ 、 キ ー ボ ー ド あ る い は マ ウ ス な ど
で 構 成 さ れ る 入 力 部 ２ １ ６ 、 CRT（ Cathode Ray Tube） や LCD（ Liquid Crystal Display）
な ど の デ ィ ス プ レ イ 、 並 び に ス ピ ー カ な ど で 構 成 さ れ る 出 力 部 ２ １ ７ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク な
ど で 構 成 さ れ る 記 録 部 ２ １ ８ 、 お よ び モ デ ム や タ ー ミ ナ ル ア ダ プ タ な ど で 構 成 さ れ る 通 信
部 ２ １ ９ が 接 続 さ れ て い る 。 通 信 部 ２ １ ９ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 含 む ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し
て 通 信 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ ５ に は ま た 、 必 要 に 応 じ て ド ラ イ ブ ２ ２ ０ が 接 続 さ れ 、 磁 気
デ ィ ス ク 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 あ る い は 半 導 体 メ モ リ な ど よ り な る リ ム ー バ ブ
ル メ デ ィ ア ２ ２ １ が 適 宜 装 着 さ れ 、 そ こ か ら 読 み 出 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム が 、 記
録 部 ２ １ ８ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ ５ に は 、 さ ら に 、 UPS１ ０ ３ が 接 続 さ れ る 。 UPS１ ０ ３ は 、 入
出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ １ ５ お よ び バ ス ２ １ ４ を 介 し て 、 CPU２ １ １ に 各 種 の 情 報 や コ マ ン
ド を 供 給 し た り 、 CPU２ １ １ か ら 各 種 の 情 報 や コ マ ン ド を 取 得 す る 。 ま た 、 UPS１ ０ ３ は 、
交 流 電 源 １ ０ １ か ら の 入 力 電 力 を 受 け 、 図 ７ お よ び 図 ８ を 参 照 し て 上 述 し た 処 理 に 基 づ い
て 、 情 報 処 理 装 置 ２ ０ １ の 各 部 に 電 力 を 供 給 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 入 力 電 力 を 監 視 し 、 外 部 か ら 所 定 の コ マ ン ド が 入 力
さ れ た 場 合 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 停 止 す る と と も に 、 入 力 電 力 の 供 給 が 一 度 停 止 さ れ て か
ら 再 開 さ れ る ま で 、 負 荷 機 器 へ の 給 電 を 行 わ な い よ う に 制 御 す る 場 合 に は 、 無 停 電 電 源 装
置 に バ ッ ク ア ッ プ 運 転 を さ せ る こ と な く 、 無 停 電 電 源 装 置 に 接 続 さ れ て い る 負 荷 機 器 の 電
源 を 簡 単 か つ 確 実 に オ フ す る こ と が で き る 。 ま た 、 無 停 電 電 源 装 置 の バ ッ テ リ の 早 期 劣 化
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を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 上 述 し た 一 連 の 処 理 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と も で き る し 、 ソ フ ト ウ ェ ア
に よ り 実 行 さ せ る こ と も で き る 。 一 連 の 処 理 を ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る 場 合 に は 、
そ の ソ フ ト ウ ェ ア を 構 成 す る プ ロ グ ラ ム が 、 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア に 組 み 込 ま れ て い る コ ン
ピ ュ ー タ 、 ま た は 、 各 種 の プ ロ グ ラ ム を イ ン ス ト ー ル す る こ と で 、 各 種 の 機 能 を 実 行 す る
こ と が 可 能 な 、 例 え ば 汎 用 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど に 、 ネ ッ ト ワ ー ク や 記 録 媒 体 か
ら イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 １ ０ は 、 汎 用 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ９ ０ ０ の 内 部 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 CPU
（ Central Processing Unit） ９ ０ １ は 、 ROM（ Read Only Memory） ９ ０ ２ に 記 憶 さ れ て い
る プ ロ グ ラ ム 、 ま た は 記 録 部 ９ ０ ８ か ら RAM（ Random Access Memory） ９ ０ ３ に ロ ー ド さ
れ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 。 RAM９ ０ ３ に は ま た 、 CPU９ ０ １ が 各 種 の
処 理 を 実 行 す る 上 に お い て 必 要 な デ ー タ な ど も 適 宜 記 憶 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 CPU９ ０ １ 、 ROM９ ０ ２ 、 お よ び RAM９ ０ ３ は 、 バ ス ９ ０ ４ を 介 し て 相 互 に 接 続 さ れ て い
る 。 こ の バ ス ９ ０ ４ に は ま た 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ９ ０ ５ も 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ９ ０ ５ に は 、 ボ タ ン 、 ス イ ッ チ 、 キ ー ボ ー ド あ る い は マ ウ ス な ど
で 構 成 さ れ る 入 力 部 ９ ０ ６ 、 CRT（ Cathode Ray Tube） や LCD（ Liquid Crystal Display）
な ど の デ ィ ス プ レ イ 、 並 び に ス ピ ー カ な ど で 構 成 さ れ る 出 力 部 ９ ０ ７ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク な
ど で 構 成 さ れ る 記 録 部 ９ ０ ８ 、 お よ び モ デ ム や タ ー ミ ナ ル ア ダ プ タ な ど で 構 成 さ れ る 通 信
部 ９ ０ ９ が 接 続 さ れ て い る 。 通 信 部 ９ ０ ９ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 含 む ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し
て 通 信 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ９ ０ ５ に は ま た 、 必 要 に 応 じ て ド ラ イ ブ ９ １ ０ が 接 続 さ れ 、 磁 気
デ ィ ス ク 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 あ る い は 半 導 体 メ モ リ な ど よ り な る リ ム ー バ ブ
ル メ デ ィ ア ９ １ １ が 適 宜 装 着 さ れ 、 そ こ か ら 読 み 出 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム が 、 記
録 部 ９ ０ ８ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 行 可 能 な 状 態 と さ れ る プ ロ
グ ラ ム を 記 録 す る 記 録 媒 体 は 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 装 置 本 体 と は 別 に 、 ユ ー ザ に プ
ロ グ ラ ム を 提 供 す る た め に 配 布 さ れ る 、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 磁 気 デ ィ ス ク （ フ レ
キ シ ブ ル デ ィ ス ク を 含 む ） 、 光 デ ィ ス ク （ CD-ROM（ Compact Disc-Read Only Memory） 、 D
VD(Digital Versatile Disc)を 含 む ） 、 光 磁 気 デ ィ ス ク （ MD(Mini-Disc)（ 登 録 商 標 ） を
含 む ） 、 も し く は 半 導 体 メ モ リ な ど よ り な る リ ム ー バ ブ ル メ デ ィ ア ９ １ １ に よ り 構 成 さ れ
る だ け で な く 、 装 置 本 体 に あ ら か じ め 組 み 込 ま れ た 状 態 で ユ ー ザ に 提 供 さ れ る 、 プ ロ グ ラ
ム が 記 録 さ れ て い る ROM９ ０ ３ ま た は 記 録 部 ９ ０ ８ に 含 ま れ る ハ ー ド デ ィ ス ク な ど で 構 成
さ れ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 プ ロ グ ラ ム 格 納 媒 体 に 格 納 さ れ る プ ロ グ ラ ム を 記 述 す る ス テ
ッ プ は 、 記 載 さ れ た 順 序 に 沿 っ て 時 系 列 的 に 行 わ れ る 処 理 は も ち ろ ん 、 必 ず し も 時 系 列 的
に 処 理 さ れ な く と も 、 並 列 的 あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ る 処 理 を も 含 む も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ０ 】
【 図 １ 】 UPSを 内 蔵 し た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 起 動 お よ び 停 止 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ
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ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の シ ャ ッ ト ダ ウ ン 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 を 適 用 し た UPSの 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の UPSの CPUに よ り 実 現 さ れ る 機 能 の 構 成 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の UPSに よ り 実 行 さ れ る 設 定 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ の UPSに よ り 実 行 さ れ る 給 電 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ４ の UPSに よ り 実 行 さ れ る 給 電 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 を 適 用 し た UPSを 内 蔵 し た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 の 例 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ １ 】
　 １ ０ １ 　 交 流 電 源
　 １ ０ ２ 　 ブ レ ー カ
　 １ ０ ３ 　 UPS
　 １ ０ ４ 　 負 荷 機 器
　 １ ０ ５ 　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ PC）
　 １ ２ １ 　 電 力 供 給 部
　 １ ２ ２ 　 CPU
　 １ ２ ３ 　 操 作 部
　 １ ２ ４ 　 記 憶 部
　 １ ２ ７ 　 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス
　 １ ３ １ 　 電 力 検 出 回 路
　 １ ３ ２ 　 ス イ ッ チ
　 １ ３ ３ 　 ラ イ ン
　 １ ３ ４ 　 充 電 回 路
　 １ ３ ５ 　 バ ッ テ リ
　 １ ３ ６ 　 DC/DCコ ン バ ー タ
　 １ ３ ７ 　 イ ン バ ー タ
　 １ ３ ８ ， １ ３ ９ 　 ス イ ッ チ
　 １ ５ １ 　 入 力 電 力 監 視 部 （ 監 視 手 段 ）
　 １ ５ ２ 　 ユ ー ザ 指 令 取 得 部
　 １ ５ ３ 　 コ マ ン ド 受 信 部
　 １ ５ ４ 　 給 電 制 御 部 （ 給 電 制 御 手 段 ）
　 ２ ０ １ 　 情 報 処 理 装 置
　 ２ １ １ 　 CPU
　 ９ ０ １ 　 CPU
　 ９ ０ ２ 　 ROM
　 ９ ０ ３ 　 RAM
　 ９ ０ ８ 　 記 録 部
　 ９ １ ０ 　 ド ラ イ ブ
　 ９ １ １ 　 リ ム ー バ ブ ル メ デ ィ ア
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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